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　８月１８～２０日にかけて、中四国地方の青商会が主催するミレキャンプが広島市野
外活動センターにて行われました。今回で６回目となるミレキャンプには広島、岡山、
愛媛、高知、山口、鳥取のウリハッキョと日本学校に通う小学３～６年生の同胞学生
８６名と、朝大・朝高生と教員、青商会役員など約４０名が参加しました。キャンプで
は学年ごとに班に分かれ、企画された各イベントに参加しました。班別対抗運動会、
アスレチック、バーベキューなど、今年も子どもたちが楽しく過ごすために多くの企
画が行われ、青商会が主体となって企画された「KYCミレ学園」では＜昆虫教室＞、
＜サイエンス教室＞、＜工作教室＞の３つに分かれ、各々が選択した教室で多くのこと
を学びました。また、夏期実践活動の一環で参加した朝大生、朝高生は班の指導員
となり、生徒たちがより安全に楽しく過ごせるための手助けをしました。ミレキャンプ
に参加した生徒たちは＜また来年も会おう！＞とお互いで話し合い、帰路に着きました。

　１０月３日に青商会結成２０周年記念 ウリ民族ツ
アーステージ中四国・九州ブロック公演が広島市

安佐南区民文化センターで行われました。今公演は全国４ヶ所で行われ、青商会が２
０年で蓄積してきた経験を活かし、３０年後の同胞社会とウリハッキョの未来を切り開
くためのビジョンを提示した歴史的な公演でした。中四国・九州ブロックの青商会役
員が実行委員となり、約３ヶ月間の準備を経て行われた公演は大きな感動を呼ぶ素晴
らしい公演となりました。当日は中四国・九州の学生、教員、青商会会員、同胞達
が集まり、昼公演には７００名、夜公演には４５０名が観覧しました。中四国・九州ブロッ

ク公演実行委員長である金照一（キム・チョイル）実行
委員長は「公演成功のために多くの支援を頂いて、
とても感謝しています。また準備する過程で、今の
青商会がクリアすべき課題を明確に感じ取ることが出
来ました。この公演をきっかけに青商会がより活発に
活動するように努力していきたい。」と述べました。



　8 月 5 日にグリーンアリーナ
で行われた＜メッセージ from
広島＞に中高舞踊部が参加しま
した。このイベントは平和な世
界の実現をめざして若者や子ど
も達が広島で学び感じたことを
発表し、平和への思いを形にす
る原水爆禁止世界大会の関連
企画です。このイベントのオー
プニングに舞踊を披露したあと
代表学生が朝鮮学校で学ぶ喜
びと誇りを伝えると同時に補助
金や高校無償について訴え、
差別のない世界をつくっていき
たいとメッセージを伝えました。

　8 月 5 日、｢朝鮮学校無償化不指定処分取消等請求
事件」に対する第 8 回公判が広島地方裁判所にて開か
れました。今回の公判は被告側（国）の準備書面提出
が主な行いでそれに対して原告弁護団側から前回の準
備書面で質問した他校との審査基準の違いに対する答
弁が出されてないので求釈明を要求し、また被告側の
準備書面には他の外国人学校と比べて朝鮮学校のみに
対する差別がありありと表れていると口頭で抗議も行い
ました。公判終了後、広島弁護士会館にて報告会を行い、
今回の被告側の準備書面の内容に対する説明が行わ
れ、これからは原告である在校生、卒業生及び関係者、
支持者から一斉に「陳述書」を作成してもらい、それ
を持って裁判長に訴えていこうと方針を示されました。
最後に学校長が無償化問題が発生し 6 年目、裁判闘争
に移り 2 年が経過したがまだまだ道のりは平坦ではな
いのでこれからも一致団結して勝利するまで頑張ろうと
訴え報告会は終了しました。次回の第 9 回公判は 10
月 28 日 午 後 1 時 30 分 を 予 定して います。

　女盟南支部では、より多くの同胞女性が楽しく集える場
を提供すべく、今年の６月から「ズンバ教室」を開講しま
した。参加者は仕事に家事、子育てなどの疲れも忘れ、
リズムに合わせて体を動かしていくうちに、リフレッシュで
きると好評です。ただいまズンバ教室では新しい会員を募
集しています。　興味のある方は、ぜひ参加してください。

　去る８月９日、広電ボウルで女性同盟分会対抗ボーリン
グ大会が行われました。この日集まった 80 名のニョメン
オモニ達は、優勝を目指しその腕を競いました。優勝は、
西支部庚午分会が勝ち取り、2、3 位とも東支部　二葉

分会、戸坂分会
が取りました。惜
しくも４位入賞の
北支部髙陽分会
は打倒庚午分会を
目標に、来年は必
ず優勝することを
誓 い ま し た。

　８月６日～８日にかけて、大阪府堺市にあるナショナルト
レーニングセンターで第３７回 在日朝鮮初級学校中央サッ
カー大会が行われました。初日、二日目を勝ち進み、準
決勝に進出した本選チームは東京第一初級学校と対戦。
先制点を入れるも後半に追いつかれ、１対１のままＰＫ戦
へ。１１人ずつが蹴ったＰＫ戦で惜しくも敗れてしまいまし
た。その後の神戸初級学校との３位決定戦では２対０で勝

利し、見事３位になり
ました。閉会式では３
位の表彰と共に、広島
ハッキョ後援会が応援
賞を受賞、また六年生
のキム・テフン、リャン・
チュノ選手が優秀選手
賞 に 輝 き ま し た。

＜メッセージ
　　from 広島＞



　８月３０日、祖国解放７０年目の今年、
庄原市高野町にある髙暮ダムで朝鮮人
強制連行追悼式が行われました。16
回目を迎える追悼式で差別のない平和
な社会を後世に残していくためにも、
過去の歴史から学び子々孫々伝えてい
くことの大切さを再度確認する式とな
りました。その後、学習、朝鮮歌舞団
の公演、交流会が行われました。

　広島朝鮮初中高級学校の吹奏楽部が８
月 10 日、「広島県吹奏楽コンクール」に
出場して金賞を受賞しました。また広島県
代表に選出され、８月２４日の「全日本吹
奏楽コンクール中国大会」に出場して銀賞
を受賞しました。広島朝鮮初中高級学校が
中国大会に出場するのはその昔、「一般の
部」に参加したのが最後で「高校の部」に
出場するのは史上初の快挙となりました。

　8月２９～３０日、広島にて朝青西、東大阪南支部の交流会が2日間に
かけて行われ、延べ 46 名の朝青員が参加しました。3ヶ月以上前から
計画を練りに練り迎えた当日。１日目は錦帯橋での川遊びとバーベキュー、
夜は交流食事会を行いました。２日目は「日本の歴史歪曲を許さない在
日朝鮮人青年行動」が行われ、まずは広島西支部事務所で、講義と平和
記念公園フィールドワークを行いました。最後には広島朝鮮初中高級学校
の見学もし、楽しくも意義深く、とても濃厚な二日間を過ごしました。

　９月２０日、2015 学年度 広島朝鮮初中高級学校
大運動会が学校運動場にて行われ、保護者、卒業生、
祖父母、県内外同胞、日本の方々　約５００人が集ま
りました。学生達は日ごろ準備してきた体育技術を発
揮しようと、徒競走、綱引き、騎馬戦などに汗しました。
参加者達は「学生たちの姿がほほえましい。」、「頑張っ
ている姿に感銘を覚えた」、「学生時代を思いだし
た。」、「また、来年も来たい」など　感想を述べました。

高暮ダム朝鮮人
強制連行追悼式



＜ヒロキョレ＞
第４２号は

１２月１０日(木)
発行予定です。　１９日　　 朝青本部 大忘年会

６～７日　　　中央芸術競演
　２０日　　　金剛山歌劇団広島公演

　　   ２４日　　  広島朝鮮学園　授業参観
２４～25日　　  少年団クイズ大会本戦
　　   ２８日　　  第 9回 「高校無償化」公判

　広島同胞敬老会が9月27日に広島市留学生会館で行われ、139 名の高
齢同胞や関係者が集まり、楽しいひとときを過ごしました。敬老会では、総聯
本部李兌炯（リ・テヒョン）委員長のあいさつから始まり、広島朝鮮学園の学生
たちや広島朝鮮歌舞団による公演、ビンゴゲームなどが行われ、大いに盛り
上がりました。最後に「広島万寿会」姜周泰（カン・ジュテ）会長が閉会の辞で「今日、
敬老会を準備してくれたことに感謝の意を述べ、これからも万寿会の活動を
力 強 く行って い き た い」と 述 べ、敬 老 会 の 幕 が 閉じまし た。

　９月９～１０日にかけてデイサー
ビスセンター〈サムケア・ありらん〉
へ毎年恒例の慰問公演に行ってき
ました。毎年、ハラボジ、ハルモ

ニ達は園児達の歌と踊りを楽しみにし
てくださっています。ハラボジ、ハル
モニ達はもちろん、園児達もとても
楽しい時間を過ごしました。また、毎
年職員一同に温かく迎えてもらって感
謝 の 気 持 ち で いっぱ い で す。
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